
２０１９．９．２４ 
畑 啓之 

 
精神と物質はどのように関係しているのか？ 現代科学の未踏領域である 
 
今⽬の前にコップがあり、その中に⽔が⼊っている。今しきりにそのコップに向かって「⽔
よ、波⽴て！」との念を送り続けているが、⼀向に⽔は波⽴つ気配がない。 
 
今⽬の前に美⼥がいる。
その美⼥に向かって私は
念を送り続けている。「私
を好きになれ！」と。この
場合、美⼥は私を好きに
な ら な い か も し れ な い
が、私という存在を意識
はするかもしれない。た
だこの場合には、たとえ
そのようなことが起こっ
たとしても、私の精神が
以⼼伝⼼で美⼥へと伝わ
り、美⼥の精神がそのよ
うに反応したのであるか
ら、物質はこの⾏為の仲
介はしていない可能性が
強い。 
 
「気功」なるものがある。あるといわれている。もし気功が本当に存在するとすると、精神
が空間を⾶び越えて相⼿の体に直接に影響を与え、良い効果を⽣み出していることになる。
たとえ気功というものが存在しないとしても、相⼿が気功の存在を信じているならば、その
良い効果が⾝体（物質）に表れる可能性がある。⼀種のプラセボ効果である。 
 
こう考えてくると、⼈体という閉じられた宇宙の中では、少なくとも精神と⾁体（物質）は
関係しあっていることになる。このことは、私がいまさら⾔うまでもないが、「病は気から」
というように古より知られていた事実である。ただ、なぜその関係性が⽣じるのかがわから
ない。ここに現代科学の未踏の領域がある。この領域は、現在騒がれているダークマターや
ダークエネルギーよりも難解であるかもしれない。 


